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コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートがががが十分十分十分十分でもでもでもでも 鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋やややや連結補強連結補強連結補強連結補強するするするするビスビスビスビスがががが強固強固強固強固でででで

なければなければなければなければビルビルビルビルはははは壊壊壊壊れますれますれますれます。。。。

ミネラル

コラーゲン繊維

コラーゲン架橋

骨 ≒ 鉄筋コンクリート



コラーゲン架橋

生理的架橋（善玉架橋）＝錆びないビス

AGEs架橋（悪玉架橋） ＝錆びたビス

斎藤充：2007 ＴＨＥ ＢＯＮＥ より

AGEs : Advanced Glycation End products



加齢・老化

酸化ストレス増大

糖化や酸化

AGEs架橋の増加

ホモシステイン高値

ビタミンB12・葉酸

不足

ビタミンB6不

足

リジルオキシターゼ
LOX

生理的架橋の減少
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骨の危険な人



骨量測定による診断

DXADXADXADXA法

骨粗鬆症の診断方法①

MDMDMDMD法 QUSQUSQUSQUS法

2種類のX線で身体様
々な部位の骨量を正
確に測定できます。

手の骨のレントゲン
写真の濃度から骨量
を測定します。

超音波を用いた測定
法で、スクリーニング
法に使われます。



レントゲンレントゲンレントゲンレントゲン像像像像によるによるによるによる診断診断診断診断

骨粗鬆症の診断方法②

骨の陰影の濃度などの変化で骨量の減少の度合いが判断できるほか、椎
体骨折の有無が確認できます。
骨折のある患者さんは特に要注意、次の骨折に向けてのハイリスク群です

骨代謝骨代謝骨代謝骨代謝マーカーマーカーマーカーマーカー

骨のリモデリングの際に、破骨細胞が壊した
骨から出てくる物質（骨吸収マーカー）や骨
芽細胞が骨を作る際に産生する物質（骨形
成マーカー）があります。

骨代謝マーカーを調べることで病型の分類、
治療効果の判定などが可能です。



骨粗鬆症の予防と治療



骨粗鬆症の食事療法

1日800mg以上のカルシウムと

ビタミンDなどの摂取に心がけ

栄養バランスのとれた食事を

とることが大切です。

ビタミンB12

葉酸

ビタミンB6

野菜全般、豆類や藻類

牛や豚、鶏のレバー、魚の赤身、
ひまわりの種やピーナッツなどの
種実類

魚類や介類、肉類や海藻類



転倒を予防する

�生活環境の改善（段差など）

�神経障害の改善（安定剤、睡眠薬も注意）

�運動器障害の改善

�神経（脊ぼね、脊髄）

�関節（膝・股関節）

�筋肉



2222

50‐60才台のうちに運動をし

て筋肉を強くするべし！



2323



骨粗鬆症の薬物治療

ビスホスホネートビスホスホネートビスホスホネートビスホスホネート製剤製剤製剤製剤

エストロゲンエストロゲンエストロゲンエストロゲン製剤製剤製剤製剤とととと
SERMSERMSERMSERM（（（（サームサームサームサーム））））製剤製剤製剤製剤
女性ホルモンの薬です。閉経

後の女性などに使われます。

骨の破壊を抑えて、骨の

量を増やす薬です

カルシウムカルシウムカルシウムカルシウム製剤製剤製剤製剤
食事からとるカルシウムが足

りないときに使われます。

ビタミンビタミンビタミンビタミンDDDD 3333 製剤製剤製剤製剤
カルシウムの吸収を

助けるビタミンです

ビタミンビタミンビタミンビタミンKKKK 2222製剤製剤製剤製剤
骨の形成を助ける

ビタミンです

骨骨骨骨がががが壊壊壊壊れるのをれるのをれるのをれるのを抑抑抑抑えるえるえるえる薬薬薬薬
骨骨骨骨のののの代謝代謝代謝代謝

バランスバランスバランスバランスをををを

整整整整えるえるえるえる薬薬薬薬

骨粗鬆症骨粗鬆症骨粗鬆症骨粗鬆症

のののの薬薬薬薬

太田博明：骨粗鬆症 pp76-80(主婦の友社) 2007 より改変

テリパラチドテリパラチドテリパラチドテリパラチド（（（（フォルテオフォルテオフォルテオフォルテオ））））

骨骨骨骨をををを作作作作ってってってって、、、、骨骨骨骨のののの量量量量をををを増増増増やすやすやすやす

新新新新しいしいしいしい薬薬薬薬ですですですです


